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シダーゼを恒性発現させた rKS56－LacZ細胞を作成し、シスプラチン単回腹腔  
内投与2 日後に、雄性SD ラットの左腎被膜下（rKS－SC）もしくは左腎動脈的  

















善効果を認めた。   
本研究結果より、rKS56細胞の腎局所投与による、腎尿細管上皮細胞への分化、ならび  
に一部は再生因子の産生による障害尿細管の回復促進作用が示唆され、末期腎不全に対  
する将来的な治療効用の可能性を示した価値ある業績と判断される。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
